
平成26年度 
西成区単身高齢生活保護受給者の 
社会的つながりづくり事業  









働いて、働いて、 
ひとりで生きてきた 
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さまざまな境遇から 



生活保護 
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もてあます時間 

孤立 
不安 



生活には困らない 



けれど 



生きる尊厳 



見失う 



 



みなさんがおっしゃる事 



「誰かや何かの役に立ちたい」 
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地域のプラットホームに 

 



地 域 

草刈、清掃、地域行事の手伝い 

若い人がいない 

人出が足りない 

高齢化で作業ができない 

誰に頼めばいいか… 



高齢生活保護受給者 

お手伝いしたいけれどどこへ行けばいいか
わからない 

だれに話を聞けばいいかわからない 

知り合いがいない不安 

ボランティアをしたことがない不安 

地域を知らない不安 

→ 孤独・不安 → 依存・浪費 
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登録 声掛け 

  人手不足 

●公園の草刈 

 

●道路清掃 

 

●運動会準備 

 

●祭り準備・参加 

 

●イベント準備 

 

●イベント参加 

●居場所として利用 

 

●仲間ができる 

 

●安心できる場ができる 

 

●自分の得意なこと、 

 できること、したいこと   

 などを伝えられる 

 

●いろいろなことに挑戦 

 する意欲 

 

●安心してお手伝いへ 

安
心 

安
心 

双方をつなぐ場 
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地
域
・
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会 

高
齢
生
活
保
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受
給
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現実 マイナスイメージ 

保護費を 

浪費している 

 

悪いイメージ 

場所を用意し 

サポートをすれば 

地域を豊かにする
人材 即戦力に 

行き場がない 

孤独 

まぎらわすために 

飲酒やギャンブルへ 

 

ともに考える主体に 



居場所から 
地域へ社会へ 

 



わたしたちはこんなことを 
しています 



まずは関係づくり 
居場所づくりから 



ダンサーによる 
からだとこころを 

ほぐす 
ワークショップ 



手を動かす 

デザイナーを講師に招いて工作 



美術講師の美術の時間 

みんなで創造する 



書家による 
書道の時間 



詩人による詩のワークショップ 

他者の話を聞き取り詩をつくる 



関係やつながりができてきたら 



なかまを大事にするように 



自分も大事に 



ていねいに 
くらしの基礎を整える 



 金銭の預かり 



本人といっしょに計画をたてる 



本人といっしょに計画をたてる 
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本人といっしょに計画をたてる 

→ 信頼 

  その人に合った 

  そのときに合ったサポート 

→一緒に悩み 

→他機関と連携しながら 

→その人らしい、くらしの支えを 

 





栄養士による味付け講習 



看護師による健康相談 



足湯 爪切り 



食べるものをつくる 
料理 



みんなで料理をつくる 



家でひとりのご飯は 
弁当やカップラーメン 



週に一度 



みんなでつくって 



みんなでたべる 



考える 

孤食について 



 
土から 

食べるものをつくる 



陽をあびる 陽をあびて 



体を動かす 



農作業 



 





７月 



８月 



９月 



１０月 



１２月無農薬野菜を地域に還元 



地域活動 



公園の草刈り・清掃 



地域の祭りの手伝い 



小学校・保育園の運動会準備 



準備 

参加 

応援 



文化祭の 
看板製作 





地域に 
開放する日 

月に１度 



地域のこどもたちを招待 



地域の方が事業を知るきっかけに 



ホームページや機関誌の発行 
 
 



就業体験 



 

仕事 生きがい 



仕事を通して 他者とのつながり 



 

新しい自分の発見 
生きる勇気 



 



 



 



利用している人の声 
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酒量が半分に減った 

パチンコに行かなくなった 

お金の無駄づかいが減った 

友人の悪い誘いの話を断ることができるようになった 

生活に張り合いが出た 

からだの調子が良くなって病院に行く回数が減った 

よく眠れるようになった 

不安がへった 

一日が過ぎるのがあっという間になった 



 

知り合いが増えて 
まちであいさつを交わす人が増えた 



「外をあるくと 
必ず一度は声がかかるようになったよ」 



 

地域が居場所になる 



 



 

なにかのときに助け合える 



 

地域の安心感 



 

非日常に機能する 
ネットワークではなく 



 日常の中で編みこまれる 
関係性 





 



 



 



 



 



運営 

アート 看護 
まちづくり 

生活支援 

野宿者支援 



ＮＰＯ法人ココルーム － アート 

野宿者支援 釜ヶ崎支援機構 
 



ＮＰＯ法人ココルーム － アート アート こえとことばと 
     こころの部屋  



ＮＰＯ法人ココルーム － アート 

ＮＰＯ法人ＨＥＡLTH ＳＵＰＰＯＲＴ 
ＨＩＮＡＴＡ－ 看護 



ＮＰＯ法人ココルーム － アート 

ＮＰＯ法人ＨＥＡLTH ＳＵＰＰＯＲＴ 
ＨＩＮＡＴＡ－ 看護 

ＮＰＯ法人生活サポート釜ヶ崎  
     － 生活支援 



ＮＰＯ法人ココルーム － アート 

ＮＰＯ法人ＨＥＡLTH ＳＵＰＰＯＲＴ 
ＨＩＮＡＴＡ－ 看護 

ＮＰＯ法人生活サポート釜ヶ崎  
     － 生活支援 

ＮＰＯまちづくり今宮  
         － まちづくり 



異分野のＮＰＯが協働する 

利用者の居場所と関わる人が 

  様々な層に増えていく 

地域でひとりの人を見守る 



登録の条件 

●満６５歳以上で 
●あいりん地区に住み 
●単身でくらし 
●生活保護を受給している 



事業の枠組み 

●社会参加プログラム 113名 
●金銭管理プログラム 3名 
●服薬管理プログラム 0名 



課題 

わたしたちの 



ハードの問題 



ハードの問題 

事業の枠組みの問題 



ハードの問題 

事業の枠組みの問題 

ほんとうに必要としている人に 

事業が届いているか 



ハードの問題 

事業の枠組みの問題 

ほんとうに必要としている人に 

事業が届いているか 

地域のマイノリティである女性の 

居場所づくり 



課題について 
考えあう場をもつ 



支援される 支援する 
ではなく 



 

 
 

メンバーの知恵と一緒に 



 

 
 

他機関の取り組みに学びながら 



 

ともに考える 
 



 



 



来たる 



日本の 
超高齢社会の 
モデルに 



目標は 



 

世界の事例とつながる 
ネットワークづくり 



最後はやっぱり 



最後はやっぱり 

ありがとう 





 


